
 

 

令和３年度当別町農業再生協議会水田収益力強化ビジョン 

 

１ 地域の作物作付の現状、地域が抱える課題 

 

 当地域の耕地面積は８，５２０ha であり、水田面積は６，０８０ha と耕地面積の７０％

を占め、そのうち転作面積は４，７００ha（転作率約７５％）となっている。 

 主な作付体系は、水稲、小麦、大豆などの土地利用型作物が９０％以上を占め、野菜や

花卉は４．５％にとどまり、その他は雑穀や地力増進作物等となっている。 

 特に小麦については転作面積の約６０％を占めており、連作による収量の低下を招いて

いる。花卉については全道屈指の生産地となっているが、作付面積は露地栽培が微増し、

施設栽培では減少傾向にある。また、野菜の作付面積も著しく少ない状況である。 

 農業所得向上のためには、輪作体系の確立による土地利用型作物の生産性の向上、直売

や加工など地域農産物のブランド化の取組みが必要であり、その基礎資源として野菜や花

卉などの高収益作物の生産拡大が急務である。さらには今後１０年内での担い手の減少が

見込まれることから農村の維持・発展に向け担い手対策が課題となっている。 

 

２ 高収益作物の導入や転作作物等の付加価値の向上等による収益力 
強化に向けた産地としての取組方針・目標 

 

 地域の収益力を強化するため、課題解決に向けた方向性の明確化と推進体制の整備によ

り、経営の効率化を進める担い手への農地利用の集約化を行うとともに、輪作体系の確立、

生産性向上技術の定着、高収益作物（野菜・花卉）の作付拡大・低コスト生産等に努め、

地域特性を十分に発揮できる農業生産に取り組む。 

  

３ 畑地化を含めた水田の有効利用に向けた産地としての取組方針・目標  

  

 地域の収益力を強化するため、水田機能を有効に活用する必要があることから、労働生

産性の高い作物の導入、担い手の確保や農地の集積・集約化に取り組むなど、引き続き、

水田機能が維持できるよう取組を進める。 

 また、水稲（水張り）を組み入れない作付体系が数年以上定着し、畑作物のみを生産し

続けている水田などの点検を行い、水田機能が維持できるよう上記取組を進め、今後も水

田作に活用される見込みがない農地については、地域における効率的な土地利用に配慮し、

地域関係者と畑地化支援を活用した畑地化の協議を進める。 

  

４ 作物ごとの取組方針等 

 

（１）主食用米 

   生産の安定化と品質・食味の一層の向上に努め、売れる米づくりの徹底により、 

米の主産地としての地位を確保する。 

 



（２）非主食用米 

  ア 飼料用米 

    水張面積の確保を図るため、非主食用米の作付においては、飼料用米の作付け 

   をより一層推進する。 

  イ 加工用米 

    主食用米の作付状況を勘案し、需要に応じた加工用米の作付を行う。 

  ウ 新市場開拓用米 

    主食用米の作付状況を勘案し、今後大きな需要が見込まれる新たなマーケット 

 を切り拓くため、新市場開拓用米の作付けを推進する。 

   

（３）麦、大豆、小豆、なたね、てん菜、子実とうもろこし 

   麦、大豆の生産性向上を図るため、適正な輪作体系の確立を目指し、輪作体系の一 

部として「小豆」、「子実とうもろこし」、「なたね」、「てん菜」を加えたローテーショ 

ンにより、輪作体系を構築する。 

   また、生産ほ場の排水管理、病害虫の発生予察と適期防除の実践、適期播種・適期

収穫などの基本技術の励行を継続するとともに、機械導入による省力化・低コスト生

産を推進し、適正な作付面積を維持する。 

   

（４）そば 

   そばについては、地域の実需者との契約に基づき、現行の栽培面積を維持する。 

   

（５）高収益作物（野菜） 

   輪作体系の確立に向け土地利用型野菜（人参・馬鈴薯、スイートコーン）を地域振 

  興作物として位置づけ作付比率の拡大を図る。 

 さらに高収益野菜（南瓜、キャベツ、ブロッコリー）を重点振興作物に位置づけ、 

消費者ニーズを捉えながら、高品質で安定した生産を目指し、生産拡大に取り組む。 

   また、上記以外の野菜についても、豊富な品目が求められる直売所での販売や６次 

  産業化の資源として地域振興作物に位置づけ、農家所得の向上推進を図る。 

   

（６）高収益作物（花卉） 

   道内における主要な花卉産地として更なるブランド力を高めるため、重点振興作物 

  に位置づけ、高品質・安定生産を図ることで産地としての地位を確保する。 

   

（７）亜麻、薬草 

   実需者との契約栽培による一定規模の作付を行うとともに、地域振興作物に位置づ 

  け、加工・販売など６次化の推進を図る。 

    

（８）その他作物（地力増進作物等） 

   地力増進作物については、輪作体系の維持を図るため作付を行う。 

   

（９）不作付地の解消 

   今後、担い手の減少による不作付地の発生が懸念されるが、農地中間管理事業等の 

活用により、地域農業者への集積を図る。 

    

（１０）耕畜連携 

   水田放牧及び資源循環による耕畜連携を推進する。 



５ 作物ごとの作付予定面積等 

作物 前年度の作付面積 

（ha） 

当年度の作付予定面積 

（ha） 

令和 5年度の作付目標面積 

（ha） 

主食用米 １，５４２ １，４３９ １，４３９ 

飼料用米 ３５ １２１ ４５ 

加工用米 ３９ ２９ ４５ 

新市場開拓用米 １ １ １ 

麦 ２，８９７ ２，９２５ ２，８００ 

大豆 ４７８ ４９４ ５６７ 

飼料用作物 ７１０ ７２５ ７４０ 

 子実とうもろこし ５６ ８２ １１０ 

そば １２ ５ １３ 

なたね ２８ ２４ ３２ 

高収益作物 ３３８ ３２９ ４０３ 

 

人参 ６ ７ ７ 

アスパラ １６ １６ １８ 

馬鈴薯 ２８ ２６ ２９ 

南瓜 １１４ １０４ １４０ 

スイートコーン ３３ ４０ ４１ 

キャベツ ５ ７ １４ 

ブロッコリー ５０ ４５ ５８ 

その他野菜 １８ １５ ２２ 

花卉・その他花卉 ６８ ６９ ７４ 

その他 １１８ ９７ １３３ 

 

小豆 ６０ ４３ ６８ 

てん菜 ５３ ５１ ６０ 

亜麻 ５ ３ ５ 

畑地化 ０ ０ ０ 

 

 

 

 

 

 

 



６ 課題解決に向けた取組及び目標 

整理

番号 
対象作物 使途名 目標 

 

前年度（実績） 目標値 

１ 
南瓜、キャベツ、ブロ

ッコリー・花卉 
重点振興作物助成 

作付面積（ｈａ） 

 

共同販売の作付面

積（ｈａ） 

(令和 2年度) 

２３７ 

(令和 2年度) 

２３７ 

(令和 5年度) 

２８０ 

(令和 5年度) 

２８０ 

２ 

小麦、大豆（黒大豆含

む）、小豆、てん菜、な

たね、子実とうもろこ

し、人参、馬鈴薯、ス

イートコーン 

輪作体系推進加算 

作付面積（ｈａ） 

 

対象作物の輪作面

積（ｈａ） 

小麦の単収 

（ｋｇ/１０ａ） 

(令和 2年度) 

３，６４５ 

(令和 2年度) 

５９８ 

(令和 2年度) 

４６８ 

(令和 5年度) 

３，７００ 

(令和 5年度) 

１，２００ 

(令和 5年度) 

５００ 

３ 地力増進作物 輪作体系推進加算 
作付面積（ｈａ） 

 

(令和 2年度) 

１１ 

(令和 5年度) 

１４ 

４ 
てん菜、子実とうもろ

こし 
重点輪作作物導入加算 

作付面積（ｈａ） 

 

対象作物の輪作面

積（ｈａ） 

小麦の単収 

（ｋｇ/１０ａ） 

(令和 2年度) 

１１０ 

 (令和 2年度) 

１０４ 

(令和 2年度) 

４６８ 

(令和 5年度) 

１７０ 

(令和 5年度) 

１７０ 

(令和 5年度) 

５００ 

５ 小豆、なたね 重点輪作作物導入加算 

作付面積（ｈａ） 

 

対象作物の輪作面

積（ｈａ） 

小麦の単収 

（ｋｇ/１０ａ） 

(令和 2年度) 

９０ 

(令和 2年度) 

５７ 

(令和 2年度) 

４６８ 

(令和 5年度) 

１００ 

(令和 5年度) 

８０ 

(令和 5年度) 

５００ 

６ 小麦 小麦単収向上助成 

作付面積（ｈａ） 

 

小麦の単収 

（ｋｇ/１０ａ） 

(令和 2年度) 

２，８９８ 

 (令和 2年度) 

４６８ 

(令和 5年度) 

２，８００ 

 (令和 5年度) 

５００ 

７ 
大豆（黒大豆含む）、 

小豆 
豆類単収向上助成 

作付面積（ｈａ） 

 

大豆の単収 

（ｋｇ/１０ａ） 

小豆の単収 

（ｋｇ/１０ａ） 

(令和 2年度) 

５３９ 

 (令和 2年度) 

２８４ 

(令和 2年度) 

２６８ 

(令和 5年度) 

６３５ 

 (令和 5年度) 

３００ 

(令和 5年度) 

２７０ 



８ 飼料作物 耕畜連携助成 

作付面積（ｈａ） 

 

耕畜連携 

取組面積（ｈａ） 

(令和 2年度) 

７１０ 

 (令和 2年度) 

１５２ 

(令和 5年度) 

７４０ 

 (令和 5年度) 

１６０ 

９ 

アスパラ、スイートコ

ーン、人参、馬鈴薯（生

食用・加工用）、 

高収益作物加算 
作付面積（ｈａ） 

 

(令和 2年度) 

８６ 

(令和 5年度) 

９５ 

１０ 亜麻 地域振興作物助成 

作付面積（ｈａ） 

 

亜麻の単収 

（ｋｇ/１０ａ） 

(令和 2年度) 

５．４ 

 (令和 2年度) 

１０３ 

(令和 5年度) 

５．５ 

 (令和 5年度) 

１１０ 

１１ 施設園芸野菜 地域振興作物助成 
作付面積（ｈａ） 

 

(令和 2年度) 

４．３ 

(令和 5年度) 

４．５ 

１２ 
直売所野菜・直売所花

き 
地域振興作物助成 

作付面積（ｈａ） 

 

(令和 2年度) 

１５ 

(令和 5年度) 

１８ 

１３ そば・なたね そば・なたね作付助成 
作付面積（ｈａ） 

 

(令和 2年度) 

４２ 

(令和 5年度) 

４５ 

１４ 新市場開拓用米 
新市場開拓用米作付助

成 

作付面積（ｈａ） 

 

(令和 2年度) 

１ 

(令和 5年度) 

１ 

１５ 飼料用米 複数年契約加算 

複数年契約取組面

積・数量(ｈａ・ｔ） 

作付面積・数量 

(ｈａ・ｔ） 

(令和 2年度) 

６・３４ 

(令和 2年度) 

３５・１９８ 

(令和 5年度) 

６・３４ 

(令和 5年度) 

４５・２４３ 

１６ 飼料用米 深堀対策助成 

作付面積（ｈａ） 

 

取組面積（ｈａ） 

水張面積（ｈａ） 

(令和 2年度) 

３５ 

０ 

１，６１８ 

(令和 5年度) 

４５ 

４５ 

１，６１８ 

※ 必要に応じて、面積に加え、取組によって得られるコスト低減効果等についても目標設定して下さい。 

※ 目標期間は３年以内としてください。 

 


